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評価点評価点評価点評価点　　　　
A  高いレベルで達成できた A  とても適切である
B  達成できた B  概ね適切である
C  一部達成できなかった C  あまり適切でない
D  ほとんど達成できなかった D  適切でない

E  判定できない
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○教科担任制による各
教科指導のいっそうの
充実。

○大学と連携して、初
等教育に係る研究開
発の全国的・地域的拠
点校を目指す。

○それぞれの教科を担
当する専科の教員を配
置し、教科の特性を活か
した教育活動を推進す
る。

○各教科ごとに専科の教員
を配置する。
○教科ごとに研究計画を立
案し、それに基づいた実践
的な研究を推進する。

○音楽科の正規教員を配置
することができなかったので、
非常勤講師に依存した。 Ｃ

○前任者の転出希望申し出
時期の問題もあるが、正規の
教員がいない教科があること
は望ましくない。

B

○全教科に正規の教員が配
置できるように、人事計画を
立案する。

○特色ある教育実習の
実施と意欲のある教員
の養成。

○教員養成という、附
属学校の使命の一つ
を適切に果たす。

○教育実習の具体的な方法（１年次、2年
次、3年次における、個々のねらいや方
法）を周知徹底する。／○教壇実習の予
定（担当する教科、単元等）を早めに決定
し、学習指導案の１次提出日を８月中に設
定する。（教育実習中に、初めて指導案を
立てることのないようにする。）

○教育実習後のアン
ケートを実施し、その満
足度が80％を超える。

○事後に実施したアンケートの結
果、満足度が90％を超えている。ま
た、自由記述の反省でも、教員にな
ることに意欲的である記述が多々見
える。

Ｂ

○教員養成という、附属学校
の使命が果たされている。

Ａ

○大学との連携をいっそう深
め、各学年次におけるそれぞ
れのねらいを達成する。

○学びの場を組織する
授業の実施。

○大学と連携して、地
域・日本・世界をリードす
る人材の育成を目指す
初等教育を実施する。

○各教科ごとに学びの場を組
織する授業のあり方を探る。
○各教科で形成すべき学力と
それを具体化する授業の方法
論を探る。

○学びの場の準備段階・組
織化段階における教師の対
応、働きかけと児童の変容
を、教師の観察や児童の記
述によって把握する。

○教師の臨機応変な対応が、児童を教
科内容や教材の価値に迫らせるうえで
重要であることを改めて確認したが、児
童のコミュニケーションの内実に迫り、そ
の変容についてまでは検討できていな
い。

Ｃ

○研究的な視点に立って学
習指導がなされている。

Ｂ

○教科・教材の特性に合わ
せた「言語活動の充実」をめ
ざして指導方法の改善を図
る。

○本年度の研究計画
案にそった研究活動の
推進。

○大学と連携して、初
等教育に係る研究開
発の全国的・地域的拠
点校を目指す。

○各教科ごとに研究計画（研究
主題・研究方法）を立案する。
○年度末には研究活動をふり
返り、次年度の課題を明らかに
する。

○各教科の研究計画の提
案日を設け、全体で検討す
る。　　○年度末に、各教科
の反省（研究成果と課題）を
まとめる。

○５月17日に教科日提案日を設け、各教科の提案を
検討し、それぞれの教科がどのような研究を進めるの
かについて共通認識をもった。
○３月８日に、研究部の年間反省を行ったが、その中
で、各教科の反省も文書にて報告された。

Ｂ

○教科ごとに意欲的な研究
活動が推進されている。

Ａ

○次年度も継続して、学校の
研究主題にそった研究活動
を教科ごとに推進する。

○研究成果の公開。 ○大学と連携して、初
等教育に係る研究開
発の全国的・地域的拠
点校を目指す。

○研究紀要の刊行、月
刊雑誌「学校教育」の
発行をとおして、研究
成果を公開する。

○研究紀要を年度１冊刊
行する。
○「学校教育」誌を月刊
（年間12冊）で発行する。

○研究紀要第37号を刊行した。
○「学校教育」誌を年間12冊
（第1113号～第1125号）を定期
発行した。

Ａ

○「学校教育」誌の購読者数が減っ
ていると聞くが、歴史と伝統のある雑
誌なので、諸先輩方の思いを受け
継ぎ、発展させてほしい。

Ａ

○「学校教育」誌を安定して発行し続け
ることができるように、支出減と収入増に
努める。／○教育雑誌を月刊で発行で
きている附属校は全国でも２校のみであ
るので、継続発行に努めたい。

○共同研究の推進と
研究費の獲得。

○大学と連携して、初
等教育に係る研究開
発の全国的・地域的拠
点校を目指す。

○学部附属共同研究体
制に積極的に参加する。
○科学研究費（奨励研
究）の獲得に努める。

○学部附属共同研究体制
に全教員が参加する。
○科学研究費（奨励研究）
に全教員が応募する。

○学部附属共同研究体制に全教員が
参加し、研究成果を紀要にまとめた。
○科学研究費（奨励研究）に8割以上の
教員が応募した。 Ｃ

○教員の研究意欲の高さの
一例として、受け止めることが
できる。 Ｂ

○引き続き大学との連携のもと、全教員
が学部附属共同研究体制に参加するよ
うに努める。
○科学研究費（奨励研究）については、
応募数だけでなく、採択数の増加に努
める。

○現職教員への実践
研究・研修の場の提
供。

○大学と連携して、初
等教育に係る研究開
発の全国的・地域的拠
点校を目指す。

○授業づくりフォーラムを開催し、日々の
授業にすぐさま活かせる情報を提供する。
○第94回研究発表協議会を開催し、本校
の研究成果を発表する。
○外部の教員も参観できる校内授業研究
会を開催する。

○７月に授業づくりフォーラムを開催し、１
00名以上の参加者を得る。
○２月に、第９４回研究発表協議会を開催
し、１３００名以上の参会者を得る。
○年４回の校内授業研究会を開催し、外
部の教員にも参観を呼びかける。

○７月26日の授業づくりフォーラにおいて、１１４名の
参加者に対して９月からの授業実践に活かせる内容
のワークショップを開いた。／○２月９・10日に開催し
た第94回研究発表協議会では１０９１名の参会者を得
た。／○６回の新任研に加えて、４回の校内授業研
究会を開き、参観可能であることをＨＰで呼びかけ
た。実際の参観者は、年間５名であった。

Ｃ

○概ね、研究会参加者の目標数を
達成できている。かつて冬の研究会
では参会者数2500名以上であった
とも聞く。研究成果の公開にいっそう
努めてほしい。

Ｂ

○研究の先進性を堅持しな
がら、現場の今日的課題から
の乖離しない内容の研究を
推進し、地域貢献に努める。

○講師派遣依頼への
積極的な対応。

○大学と連携して、初
等教育に係る研究開
発の全国的・地域的拠
点校を目指す。

○校務に支障がないことを
前提にして、他校や市・県教
育センター等の講師派遣依
頼に積極的に応える。

○本人の内諾、学校長
の承認の手続きを経
て、講師派遣依頼に年
間20件以上応える。

○国語科、社会科、算数科、
理科を中心に、年間30件以
上の講師派遣依頼に応えら
れた。

Ａ

○他校や研究関係機関から
講師派遣依頼が多数あるよう
な、他から認められる教師集
団であり続けてほしい。

Ａ

○次年度も継続して、できう
る限り、講師派遣依頼には応
えて、地域貢献や地域とのと
の研究交流に努める。

○留学生等の外国人
の受け入れ（授業参観
等）。

○広島大学の附属校
として、相互の協力に
よる教育活動や研究活
動を推進する。

○大学や他機関からの依頼
があった場合、学校の教育
活動に支障がない限り、留
学生等の外国人の受け入れ
（授業参観等）を行う。

○大学や他機関からの依頼
があった場合、可能な限り、
留学生等の外国人の受け入
れ（授業参観等）を行う。

○ＪＩＣＡ中国の依頼により、外国人の参観者に算数
科と理科の授業を公開した（年間２回）。 ／○ＪＩＣＡ中
国の依頼により、マラウイ共和国の行政官、校長、指
導主事（14名）に、研究会の運営や公開授業の様子
を参観してもらった。／ ○ドミニカ共和国の高等教育
科学省メロ大臣他に授業公開を行った。

Ａ

○我が国の初等教育の典型
となり得るほどの、つまり外国
の範になるような教育実践を
展開してほしい。

Ａ

○大学や他機関から依頼のあった場合
という想定であるので、年間の成果指
標・判断基準を示すことは難しいが、次
年度以降も継続して、留学生等の外国
人の受け入れ（授業参観等）を行う。
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○学校経営案の見直
しとそれに基づいた学
校経営。

○大学の、附属学校に
関する中期計画と中期
目標をふまえて学校経
営にあたる。

○大学の、附属学校に
関する中期計画と中期
目標をふまえた学校経
営案を立案する。

○年度当初に、大学の
附属学校に関する中期
計画と中期目標をふまえ
た学校経営案を立案す
る。

○大学の附属学校に関する中期計画と
中期目標をふまえた学校経営案を立案
し、その中には校務分掌、各教科、各学
年が今年度、何をなすべきかについて
も記述することができた。

Ｂ

○今年度、何に重点をおいて学校
経営がなされるのかがよく分かる案
になっている。これにも基づいた教
育活動の評価をしっかり実施してほ
しい。

Ａ

○学校経営案の立案については同
様の手順で行う。
○校務分掌、各教科、各学年の記
述は自己評価が容易になるような記
述に努める。

○要配慮児童の把握
と、全教職員の共通認
識に基づいた指導の
推進。

○全児童の学習権を
尊重する教育活動を
推進する。

○教育相談委員会を定期に
開催し、要配慮児童等の情
報を収集・共有する。
○教育相談日を設け、保護
者からの相談に対応する。

○教育相談委員会を
毎月１回は開催する。
○教育相談日を年間２
回は設ける。

○教育相談委員会を毎月１回、定例で
開催し、そこでの情報を職員会議の折、
全教員に提供した。／○教育相談日を
４月と11月に設けた。また、保護者から
の相談には、教育相談日に限らず、随
時受け付けた。

Ｂ

要配慮児童の状態や対応方針
等について、全部の教員が共
通認識をもつように、体制として
整備できているのがよい。

Ａ

○教育相談委員会の定期開
催は継続する。
○継続して教育相談日を設
定する。

○教職員及び児童の
安全意識の高揚と、学
校環境の整備。

○教育の場、学習の場
として安全かつ快適な
環境づくりに努める。

○救急救命講習会を開催し、 教職員の非
常時の対処技能を高める。
○避難訓練を実施し、避難経路や避難方
法等の周知徹底を図る。
○安全点検を定期的に実施し、危険箇所
等の把握に努め、その改善を行う。

○年一回（臨海学習実施前：６月中）、救
急救命講習会を開催し、全教員が参加す
る。　　　　　○年３回避難訓練（火災時、
不審者対応、地震発生時）を実施する。
○年３回以上、安全点検を実施する。

○６月18日に救急救命講習会を開催し、全教員が参
加して救急法を研修した。
○年三回（4月26日、10月19日、２月21日）の避難訓
練を実施した。
○安全点検は１回しか実施できていない。しかし、常
時、校舎内外の危険箇所の把握とその対処には努め
た。

Ｃ

○安全管理については、年度当初に計
画していたことは、ほぼ実施できている。
常日頃から危険箇所の把握につとめ、
その改善がなされていたとはいえ、安全
点検の回数を増やすべきである。

Ｂ

○救急救命講習会の開催、年３回の避
難訓練の実施は継続していく。安全点
検についても、年間３回は実施する。
○翠地区安全衛生委員会と連携しなが
ら、児童・教職員の安全管理にいっそう
努める。

○環境整備（改修工
事）の推進。

○教育の場、学習の場
として安全かつ快適な
環境づくりに努める。

○劣悪な状態の運動場を全面改修を依頼
する。
○講堂（兼体育館）の改築を依頼する。
○体育倉庫の改修を依頼する。
○遊具の再設置工事を依頼する。

○表層に無数の小石が目立つ運動場が
改善される。
○老朽化の目立つ講堂（兼体育館）の改
築が行われる。
○体育倉庫の改修が行われる。
○遊具の再設置工事が行われる。

○運動場の全面改修工事が実施され（工期：10月～1
月、再工事の工期：３月～４月）、表層の小石はなく
なったので、教育現場の運動場として支障がなくなっ
た。／○遊具の再設置案が検討されており、平成２３
年度には実施される見込である。／○講堂（兼体育
館）の改修工事の可否が検討されている。／○体育
倉庫の改修が検討されている。

Ｃ

○校舎の耐震改修工事がなされ、運動
場も整備された今、講堂（兼体育館）・体
育倉庫についても不具合（講堂の雨漏り
への不安、体育倉庫の扉開閉時の音）
を解消すべく、大学に整備をお願いし続
けてほしい。

Ｃ

○どの案件についても検討して
いただいてはいるが、予算がつ
いて工事が実施されるように、
大学にさらなるお願いをする。

注注注注））））          太枠内         太枠内         太枠内         太枠内はははは，，，，学校関係者評価委員会学校関係者評価委員会学校関係者評価委員会学校関係者評価委員会がががが記入記入記入記入するするするする。。。。
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のののの
　　　　
他他他他

成果指標成果指標成果指標成果指標・・・・判断基準判断基準判断基準判断基準
自己評価自己評価自己評価自己評価

自己評価自己評価自己評価自己評価

学学学学
校校校校
経経経経
営営営営
・・・・
安安安安
全全全全
管管管管
理理理理
等等等等

学校学校学校学校（（（（園園園園））））名名名名： ： ： ： 広島大学附属小学校 広島大学附属小学校 広島大学附属小学校 広島大学附属小学校 

分野分野分野分野
重点目標重点目標重点目標重点目標

（（（（評価項目評価項目評価項目評価項目））））
年度計画年度計画年度計画年度計画（（（（中期計画中期計画中期計画中期計画・・・・
中期目標中期目標中期目標中期目標））））とのとのとのとの関連性関連性関連性関連性

具体的方策具体的方策具体的方策具体的方策
学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価 学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価をををを

踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた改善策改善策改善策改善策

学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価
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